
と
は
裏
腹
に
当
時
は
左
奨
思
想
に
共
鳴
す
る
者
が
本
科
以
上
に
多
く
、

は
、
本
科
生
た
ち
が
主
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
と
の
関
連
の
上
で
活
動
し
彼

ら

會
、
細
胞
會
談
等
ヲ
開
催
ッ
偶
々
錦
巷
會
ノ
内
紛
起
ル
ヤ
錦
巷
会
擁
護
同
盟

行
方
正
、
身
体
健
全
、
成
績
優
秀
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
う
し
た
制
約

科
生
は
将
来
教
職
に
就
く
た
め
本
科
生
よ
り
も
素
行
を
厳
し
く
監
視
さ
れ
、
品

い
て
後
世
に
残
し
た
い
と
念
じ
て
ゐ
た
が
、
芳
崖
の
は
全
く
出
来
ず
、
雅
邦

の
は
草
稿
だ
け
出
来
、
天
心
先
生
の
は
今
回
寄
贈
さ
れ
た
綸
の
み
残
る
こ
と

4

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
本
文
は
十
月
十
八
日
矢
代
教
授
が
都
下
各
新
聞
社
記
者
を
集
め
て
「
天
心

先
生
像
」
に
つ
き
説
明
せ
ら
れ
た
の
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
〔
規

矩
男
〕
）

⑪

学
生
思
想
取
締
り
強
化

昭
和
七
年
、
本
校
は
生
徒
の
左
爽
思
想
取
締
り
を
俄
か
に
強
化
し
て
該
当
者

の
大
盆
処
分
を
実
施
し
た
。
そ
の
最
初
は
一
月
二
十
六
日
の
図
画
師
範
科
三
年

生
田
中
儀
蔵
の
諭
旨
退
学
決
定
で
あ
る
。
こ
の
田
中
の
逮
捕
、
退
学
お
よ
び
為

人
な
ど
に
つ
い
て
は
宇
佐
美
承
著
『
池
袋
モ
ン

バ
ル

ナ
ス
』
（
平
成
二
年
、
集
英

社
）
に
も
記
述
が
あ
る
。

田
中
俊
蔵
は
昭
和
四
年
に
ト
ッ
プ
で
図
画
師
範
科
に
入
学
し
、
成
娯
俊
秀
、

向
学
心
旧
盛
で
、
周
囲
の
信
望
を
集
め
た
生
徒
で
あ
っ
た
。
二
年
後
輩
の
上
野

誠
も
「
美
校
時
代
に
人
間
的
に
も
思
想
的
に
も
影
響
を
受
け
た
の
は
田
中
義
三

〔俵
蔵
〕
さ
ん
で
す
。
秀
オ
で
伯
味
の
あ
る
人
で
魅
力
的
な
、
み
ん
な
の
怖
れ

の
的
の
よ
う
な
人
で
し
た
。」
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
史
資
料
日
」

『形
象
』
第
五

号
。
昭
和
三
十
七
年
一二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
は
一
年
生
が
終
る
頃
、

に
勧
め
ら
れ
て
共
産
主
義
青
年
同
盟
に
加
わ
り
、
活
動
を
始
め
た
。
図
画
師
範
先
輩

記

東
京
美
術
學
校
長
正
木
面
彦
殿

闘
盟
師
範
科
主
任
平
田
榮
二
回

生
徒
慮
分
二
関
ス
ル
申
請

た
の
に
対
し
て
、
教
育
関
係
の
左
奨
団
体
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
田
中
は
そ

の
中
心
人
物
で
あ
り
、
そ
の
た
め
詈
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
、
卒
業
を
目
前
に
控
え

た
昭
和
七
年
一
月
の
あ
る
日
、
教
育
実
習
に
行
く
た
め
級
友
た
ち
と
校
門
を
出

た
と
こ
ろ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
が
二
十
九
日
間
の
拘
留
を
終
え
て
出
て
来
た
と

き
に
は
既
に
論
旨
退
学
処
分
が
決
定
（
実
施
は
同
年
三
月
）
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
田
中
の
逮
捕
は
非
合
法
組
織
の
共
産
主
義
青
年
同
盟
員
と
し
て
の
活
動

と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
が
、
本
校
の
処
分
の
理
由
は
そ
う
し
た
左
爽
活

動
の
外
に
も
う
―
つ
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
文
書
か
ら
分
か
る
。

園
登
師
範
科
三
年

田

中

儀

蔵

右
者
昭
和
六
年
十

二
月
四
日
師
範
科
在
學
生
二
到
シ
不
穏
ナ
ル
行
動
ヲ
ト
リ

生
徒
ト
シ
テ
ノ
本
分
二
背
仄
シ
且
ッ
別
項
記
ス
ガ
如
キ
過
激
ナ
ル
思
想
的
背

尿
ヲ
持
チ
テ
宜
際
運
動
二
批
リ
タ
ル
事
宜
頻
著
ナ
ル
ニ
付
本
校
規
則
第
二
十

二
條
二
依
リ
除
名
相
成
度
此
段
申
請
仕
候
也

闘
盟
師
範
科
三
年

田

中

儀

蔵

右
者
昭
和
四
年
五
六
月
頃
（
当
時
岡
霊
師
範
科
二
年
）
ヨ
リ
社
會
科
駆
ノ
研

究
二
興
味
ヲ
持
チ
始
メ
昭
和
六
年
四
月
中
旬
R
.
S
二
加
盟
シ
次
イ
デ
同
年

六
月
下
旬
細
胞
組
織
ノ
一
員
ト
ナ
リ
自
宅
其
他
敷
個
所
二
於
テ
隈
々
研
究

卜
聯
絡
ヲ
ト
リ
テ
昭
和
六
年
十
二
月
四
日
師
範
科
在
學
生
ノ
大
部
分
ヲ
上
野
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事
件
は
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

を
と
っ
た
こ
と
も
処
分
の
理
由
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
十
二
月
四
日
の

翌
七
年
一
月
〔
六
年
十
二
月
の
誤
り
。〕

に
至
っ
て
同
科
生
達
は
上
野
の
一
――

宜
亭
で
学
生
大
会
を
開
い
た
。
大
会
に
は
殆
ど
の
図
画
師
範
科
生
徒
が
集
会

し
、
古
い
先
愁
ら
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
教
官
の
不
適
任
問
題
、
錦
巷
会
改

革
問
題
等
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ
の
結
果
教
授
閥
を
な
く
し
て
優
秀
な
教
官

を
招
く
こ
と
、
及
び
運
営
が
不
明
瞭
な
た
め
疑
惑
が
も
た
れ
て
い
る
錦
巷
会

（
同
科
同
窓
会
）
の
改
革
を
学
校
当
局
に
要
求
す
る
こ
と
等
を
決
議
し
た
。

具
体
的
な
問
題
点
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
大
会
は
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
大
会
は
田
中
ら
の
画
策
に
よ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
下
か
ら
の
民
主
化
運

動
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
和
田
英
作
校
長
に
よ
っ
て
こ
の
大
会
決
議
に
沿
っ
た
か

た
ち
で
図
画
師
範
科
改
革
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
生
徒
た
ち
の
運
動

に
は
十
分
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
抗
的
姿
勢
は
同
科
主
任
の
忌

證
に
触
れ
、
田
中
の
退
学
処
分
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
上
記
文
書

の
「
規
則
第
二
十
二
條
」
と
は
「
生
徒
怠
惰
不
行
状
又
ハ
本
校
ノ
規
則
命
令
ニ

背
戻
シ
若
ク
ハ
校
内
外
ヲ
問
ハ
ス
風
紀
ヲ
棄
ス
等
ノ
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
其
情
状

ノ
軽
重
二
依
リ
譴
責
、
停
學
、
除
名
、
放
校
二
慮
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

即
ち
、

「
昭
和
六
年
十
二
月
四
日
師
範
科
在
學
生
二
到
シ
不
穏
ナ
ル
行
動
」

公
園
内
東
京
科
尿
博
物
館
へ
誘
消
シ
更
二
同
公
園
内
某
旗
亭
二
於
テ
激
越
不

穏
ナ
ル
言
動
ヲ
弄
シ
生
徒
ト
シ
テ
有
ル
マ
ジ
キ
行
動
ヲ
ト
リ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ

が
、
田
中
の
行
動
は
ど
の
罪
に
該
当
す
る
の
か
。
学
校
当
局
は
主
任
の
除
名
要

求
に
対
し
て
「
除
名
慮
分
致
ス
ベ
キ
ノ
慮
前
非
ヲ
悔
ヒ
将
来
替
ッ
テ
カ

、
ル
行

動
ヲ
取
ラ
ザ
ル
ノ
誠
意
顕
著
ナ
ル
ヲ
認
メ
ク
ル
ヲ
以
テ
青
年
ノ
進
路
ヲ
誤
ラ
ザ

〔旨〕

ラ
シ
ム
ル
タ
メ
特
二
詮
議
ノ
上
諭
示
シ
テ
退
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
セ
リ
」
と

い

う
決
定
を
下
し
、
懲
罰
退
学
の
枠
か
ら
外
し
た
。

田
中
退
学
事
件
よ
り
四
ヶ
月
余
り
後
の
学
校
当
局
の
思
想
問
題
に
関
す
る
見

解
を
端
的
に
表
し
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
七
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
文
部
省
で
開
か
れ
た
高
等
師
範
学
校
長
会
談
（
本
校
か
ら
和
田
英

作
校
長
出
席
）
の
資
料
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
文
四
の
一
部
で
、
文
面
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

思
想
問
題
二
閥
ス
ル
ノ
件

本
校
生
徒
ノ
思
想
問
題
二
閥
・
ン
テ
ハ
従
来
問
題
ニ
ス
ル
程
ノ
事
件
ナ
シ

校
ハ
特
種
學
校
デ
ア
ル
闊
係
上
、
生
徒
各
自
ハ
獨
特
ナ
ル
個
性
ノ
所
有
者
ニ

シ
テ
相
互
相
容
レ
ザ
ル
所
多
ク
従
ッ
テ
雷
同
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
反
対
二
園
結

心
モ
亦
乏
｀
ン

、
次
ニ
ソ
ノ
概
況
ヲ
畢
グ
レ
バ

一
思
想
問
題
卜
學
生
ノ
隅
係

生
徒
中
二
思
想
問
題
二
闊
｀
ン
外
部
ョ
リ
誘
部
サ
ル

、
者
ア
レ
ド
一
時
的
ニ

シ
テ
止
ム
モ
ノ
多
、
ン
入
學
二
際
、
ン
テ
入
學
前
ノ
中
等
學
校
其
ノ
他

二
就

キ
テ
身
上
調
査
ヲ
（
殊
二
思
想
方
面
）
ナ
シ
テ
入
學
セ
シ
ム
ル
モ
一

、
ニ

學
年
生
ニ
ハ

、
多
少
思
想
問
題
二
獨
ル

、
事
ヲ
以
テ
新
ラ
シ
ガ
ル
様
ノ
事

ア
レ
ド
大
過
ナ
ク
過
｀
ン

、
大
抵
、
三
學
年
位
ニ
テ
中
止
｀
ン

、
四
、
五
學
年

ニ
至
レ
バ
各
自
學
習
ノ
態
度
（
製
作
ノ
態
度
）
ガ
憶
幣
ト
ナ
リ
従
ツ
テ
思

想
問
題
方
面
ノ
園
憫
ト
ハ
自
然
二
疎
遠
ト
ナ
リ
中
止
ス
ル
モ
ノ
叉
ハ
断
然 本
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一
誘
導
サ
ル

、
場
所

〇
活
動
寓
侃
、
劇
場
（
殊
二
左
爽
劇
親
劇
ノ
際
二
多
、
ン
）

〇
食
堂

0
旅
行
中
（
汽
車
、
旅
宿
等
）

因
み
に
東
京
高
等
師
範
学
校
の
場
合
は
、
報
告
書
に
「
現
在
本
學
本
校
二
於

テ
ハ
極
端
ナ
ル
左
右
炭
思
想
ヲ
懐
抱
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
従
テ
宜
践
行
動
ヲ
ナ
ス

モ
ノ
ナ
シ
ト
信
ス
」
「
但
シ
本
學
本
校
ガ
左
災
右
粟
者
ノ
目
標
ト
ナ
リ
彼
等
ノ

獲
得
潜
行
運
動
ハ
絶
デ
ス
行
ハ
ル
、
モ
ノ
ト
覺
悟
笞
戒
シ
ッ
、
ア
リ
」
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
師
範
教
育
の
中
枢
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
思
想
問
題
に
対
す

る
警
戒
は
本
校
な
ど
と
比
べ
て
余
程
厳
し
か

っ
た
よ
う
だ
。
本
校
と
隣
接
す
る

東
京
音
楽
学
校
の
報
告
苫
に
よ
れ
ば
、
同
校
で
は
例
年
思
想
問
題
講
油
会
を
開

モ
ノ
ア
リ

其
ノ
闊
係
ヲ
断
ッ
モ
ノ
多
、
ン

一
校
友
會
所
蜀
ノ
上
ョ
リ
見
テ

0
文
藝
部
ノ
中
、
近
代
藝
術
研
究
部
、
映
盟
部
、
演
劇
部
等
二
屈
ス
ル
モ

ノ
ニ
多
・
ン

0
体
育
部
二
厩
ス
ル
モ
ノ
ハ
稀
ナ
リ

（
但
シ
体
育
部
々
員
ニ
シ
テ
文
藝
部
ノ
前
出
ノ
三
部
二
屈
ス
ル
モ
ノ
ニ

ア
リ
）

一
思
想
問
題
二
外
部
ョ
リ
誘
導
サ
ル

、
生
徒

〇
俊
等
生
、
又
ハ
男
ラ
シ
キ
生
徒
ガ
ソ
ノ
箕
摯
ナ
ル
態
度
ヲ
見
込
マ
レ
テ

主
義
者
ノ
連
絡
叉
ハ
中
緻
所
等
二
利
用
サ
ル
、
モ
ノ
ア
リ

〇
苦
學
生
ニ
シ
テ
物
資
其
ノ
他
ノ
供
給
ヲ
受
ヶ
ソ
ノ
方
面
二
引
ス

ラ
ル

、

い
て
本
件
に
対
処
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
そ
の
報
告
書
に
「
最
近

本
校
二
起
リ
タ
ル
生
徒
ノ
左
傾
思
想
事
件
二
鑑
ミ
右
思
想
二
闘
ス
ル
出
版
物
取

締
ヲ
一
居
巌
重
ナ
ラ
シ
メ
ラ
レ
ク
シ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
左
爽
活
動

に
関
連
し
た
事
件
が
起
こ
っ
て

い
た
こ
と
は
本
校
と
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

さ
て
、
田
中
の
事
件
は
上
記
の
よ
う
な
結
着
を
み
た
が
、
同
年
五
月
に
は
津

田
青
楓
の
上
野
洋
画
研
究
所
に
加
わ
っ
て

い
た
小
島
勇
、
桑
原
実
ら
図
画
師
範

科
生
徒
た
ち
を
含
む
七
名
の
青
年
が
滝
野
川
署
に
連
行
さ
れ
、
次
い
で
七
月
に

は
洲
之
内
徹
を
含
む
多
数
の
生
徒
が
連
行
さ
れ
、
取
調
べ
を
受
け
る
と
い
う
事

件
が
起
こ
っ
た
。
大
方
は
不
起
訴
と
な
り
直
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
が
、
な
か
に
は

長
く
拘
留
さ
れ
て
厳
し
い
取
調
べ
を
受
け
た
者
も
あ
っ
た
。
共
産
党
員
作
家
小

林
多
喜
二
が
槃
地
署
で
虐
殺
さ
れ
る
の

は
翌
八
年
二
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る

が
、
軍
国
主
義
化
を
す
す
め
る
国
策
の
も
と
で
咳
J

察
の
捜
査
活
動
に
拍
車
が
か

か
り
、
左
爽
弾
圧
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
侑
勢
の
も
と
で
学
校
当
局
は
あ
ら
た
め
て
校
内
に
お
け
る
左
翼
活
動
の
細

胞
組
織
を
し
ら
べ

、
次
の
よ
う
な
組
織
図
（
生
徒
主
事
佐
々
木
卓
作
成
と
考
え

ら
れ
る
。
謄
写
版
。
生
徒
の
本
名
お
よ
び
変
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
本
名
の

ロ
ー

マ
字
頭
文
字
の
み
記
す
。
漢
字
は
新
字
に
統
一
。
）
を
作
成
し

こ。f
 東
京
美
術
学
校
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
美
術
研
究
会
(
T
.
p
.
k
)
之
組
織
及
役
員

委
員
長

ハ
東
京
美
術
学
校
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
美
術
研
究
会
ノ
活
動
ヲ
統
制
ス

書
記
長
ハ
東
京
美
術
学
校
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
美
術
研
究
会
ノ
甚
記
ヲ
司
ル

委
員
ハ
各
科
二
於
ケ
ル
代
表
近
任
者

世
話
役
ハ
自
己
ノ
屈
ス
ル
学
年
、
校
友
会
各
部
等
二
於
ケ
ル
読
潜
会
ノ
組
織
行
動

者
又
、
美
術
新
聞
、
T
.
p
.
K
ノ
発
行
物
ノ
杞
布
ノ
世
話
、
及
、
T
.

p
.
K
新
会
員
ノ
獲
得
ヲ
ナ
ス
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y p  
ノノ‘

「
赤
旗
」
ノ
線
）

「
無
産
青
年
」
ノ
線

日
本
共
産
青
年
同
盟
細
胞
組
級

東
京
美
術
学
校
内

, U M 

彫
刻
科
塑
造
部

一
年
世
話
役
k

西
洋
画
科
一
年
世
話
役

M

同

w

工
芸
部
委
員
兼

u

師
範
科
委
員
兼

u

彫
刻
科
委
員
k

建
築
科
委
員

s

日
本
画
科
委
員

T

西
洋
画
科
委
員
〇

委
員
長

O

書
記
長

u

T
.
p
.
K
ノ
会
合
ニ
ハ

委
員
長
、
習
記
長
、
及
ビ
委
員
ガ
出
席
ス
ル
コ
ト

T
.
p

•
K

ノ
印
刷
物
二
関
シ
テ
ハ
M
、

W
、
K

ガ
担
当
ス
ル
コ
ト

訴
に
内
定
し
て
い
た
。

ま
た
、

u
（
図
画
師
範
科
二
年
）
は
こ
の

0
と
通
謀
し
て
校
内
細
胞
組
織
の

逃
亡
し
て
、
そ
の
後
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
。

次
い
で
同
年
十
月
三
日
、
各
科
主
任
、
理
事
お
よ
び
教
授
会
を
開
き
、
上
記

の
調
査
に
基
づ
い
て
浮
上
し
た

二
十
四
名
の
生
徒
に
つ
い
て
処
分
方
法
を
討
議

し
、
生
徒
主
事
佐
々
木
卓
の
原
案
に
沿
っ
て
二
名
を
放
校
、
五
名
を
除
名
、
八

名
を
停
学
処
分
と
す
る
こ
と
を
決
定
、
残
り
の
九
名
に
つ
い
て
は
情
状
軽
き
も

の
と
看
倣
し
て
処
分
外
に
樅
く
こ
と
と
し
、
同
月
五
日
に
処
分
を
受
け
た
生
徒

の
姓
名
を
掲
示
し
た
。
小
島
勇
の
日
記
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
学
校
の
掲
示
板

に
十
数
名
の
放
校
、
除
名
、
停
学
処
分
の
宣
告
が
出
て
ゐ
た
の
だ
、
二
年
の
内

村
と
西
洋
画
の
奥
と
が
放
校
、

二
年
の
所
と
あ
の
森
と
が
又
除
名
の
仲
間
に
入

っ
て
ゐ
る
、
日
本
画
の
武
藤
さ
ん
も
停
学
の
一
人
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い

う
（
前
出
『
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』）
。

生
徒
主
事
の
「
処
分
案
」
に
よ
れ
ば
、
放
校
処
分
の

0
(
西
洋
画
科
―
―一
年）

は
共
産
青
年
同
盟
学
校
細
胞
の
日
本
画
科
お
よ
び
西
洋
画
科
の
キ
ャ
ッ
プ
と
し

て
絶
え
ず
外
部
と
連
絡
を
と
り
校
内
に

T
.
p
.
K
の
組
織
を
結
成
し
、
自
ら

そ
の
委
員
長
と
な
っ
て
そ
の
統
制
の
役
割
を
演
じ
、
昭
和
七
年
五
月
以
降
細
胞

機
関
新
聞
と
し
て
『
デ
ッ
サ
ソ
』
の
編
輯
発
行
を
企
て
、
以
て
校
内
生
徒
を
煽

動
し
、
部
員
の
獲
得
に
努
め
た
。
七
月
中
旬
の
校
内
細
胞
分
子
検
束
の
際
に
は

結
成
に
協
力
し
、

T
.
p
.
K
の
書
記
長
と
し
て
、
ま
た
、
図
画
師
範
科
お
よ

び
工
芸
部
の
委
員
を
兼
ね
、
且
つ
＃
粟
『
美
術
新
聞
』
を
図
画
師
範
科
に
配
布

し
、
機
関
紙
『
デ

ッ
サ
ソ
』
の
発
行
に
参
加
し
、
そ
の
号
外
三
号
は

S
と
共
同

編
集
印
刷
の
任
に
当
り
、
し
か
も
検
束
さ
れ
て
も
運
も
改
悛
の
梢
況
な
く
、
起

除
名
処
分
の

T
（
図
両
師
範
科
二
年
）
は
右

0
の
指
母
の
下
に

三
月
に
退
学
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と
豪
語
し
た
と
い
う
。

し
た
田
中
儀
蔵
と
連
絡
し
、
七
月
九
日
ま
で
本
校
に
お
け
る
共
産
青
年
同
盟
の

貨
任
者
と
し
て
内
外
の
連
絡
を
と
り
、
且
つ
『
デ
ッ
サ
ン
』
の
発
行
に
加
担
゜

殊
に
北
部
地
区
責
任
者
帝
大
医
学
部
学
生

N
と
常
に
交
通
し
専
ら
部
員
の
獲
得

に
協
力
し
た
。

同
じ
く
T

（
日
本
画
科
四
年
）
は
共
産
青
年
同
盟
の
北
部
地
区
の
技
術
部
に

属
し
、
共
産
党
の
機
関
紙
『
赤
旗
』
の
連
絡
責
任
者
と
し
て
常
に
外
部
と
連
絡

し
、
ま
た
、

T
.
p
.
K
の
日
本
画
委
員
と
し
て
活
動
し
、
且
つ
機
関
紙
『
デ

ッ
サ
ン
』
の
編
集
発
行
に
参
加
。
検
束
さ
れ
て
も
改
悛
の
情
な
く
、
起
訴
保
留

と
な
っ
て
釈
放
さ
れ
た
。

同
じ
く
M
（
図
画
師
範
科
――
一
年
）
は
昭
和
七
年
六
月
以
降
T
、
U
と
共
に
校

内
の
細
胞
組
織
に
奔
走
し
、
『
ア
ジ
プ
ロ
』
の
責
任
者
と
な
っ
て
活
動
し
、
前

出
帝
大
生

N
と
交
通
し
て
常
に
校
内
部
員
の
獲
得
に
努
め
、
同
年
五
月
、
全
協

関
係
の
嫌
疑
に
よ
り
検
束
さ
れ
、
そ
の
後
再
度
検
束
さ
れ
審
理
中
で
あ
っ
た
。

同
じ
＜

s
（
建
築
科
三
年
）
は
共
産
青
年
同
盟
の
学
内
細
胞
と
し
て
校
友
会

文
芸
部
各
部
へ
の
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
役
を
引
受
け
、
ま
た
、
塑
造
、
建
築
科
の

キ
ャ
ッ
プ
と
し
て

T
.
p
.
K
に
は
建
第
科
の
委
員
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
他

『
デ
ッ
サ
ン
』
第
一
号
、
第
二
号
お
よ
び
号
外
の
編
集
に
も
参
加
。
号
外
に
つ

い
て
は

M
、
W
、

K
の
検
束
後
、

u
（
図
画
師
範
科
一
一
年
）
と
共
に
専
ら
そ
の

印
刷
に
従
事
。
昭
和
七
年
七
月
五
日
、
多
数
の
反
帝
新
聞
を
所
持
し
て
い
た
た

め
扇
橋
署
に
検
束
さ
れ
た
が
「
近
々
大
革
命
来
る
べ
く
そ
れ
迄
は
自
白
せ
ず
」

同
じ
＜

N

（
塑
造
部
――
一
年
）
は
校
内
細
胞
の
分
子
と
し
て

0
、
T
、
T
ら
巨

魁
と
交
通
し
『
デ
ッ
サ
ソ
』
の
編
集
に
参
加
、
常
に
校
内
細
胞
組
織
の
増
大
に

協
力
し
た
た
め
生
徒
主
事
は
数
回
訓
戒
を
加
え
た
が
そ
の
都
度
約
言
を
食
み
、

し

『
テ
ッ
サ
ン
』
第
一
、

二
号
の
編
輯
に
従
事
し
た
。

鎌
倉
に
謹
慎
中
の
筈
な
る
に
密
約
に
背
い
て
窃
か
に
上
京
し
、
同
志
T
、
M
ら

と
数
回
会
見
連
絡
し
、
栢
極
的
に
細
胞
の
再
生
組
織
を
計
画
、
そ
の
行
動
に
改

悛
の
実
な
く
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

停
学
の

T

（
西
洋
画
科
四
年
）
は
昭
和
五
年
よ
り
同
六
年
の
間
に
本
校
内
に

お
い
て

Y
、
I
、
M
、
K
、
S
ら
と
と
も
に
社
会
科
学
研
究
会
を
組
織
し
、
同

七
年
一
月
三
十
日
日
本
共
産
党
に
入
党
、
同
年
同
月
十
三
日
党
機
関
紙
の
配
布

に
従
事
し
て
検
束
、
同
年
八
月
十
五
日
釈
放
さ
れ
た
が
、
性
情
温
順
、
成
績
も

ま
た
良
好
で
、
今
般
の
事
件
に
坐
し
た
結
果
、
改
過
遷
善
の
情
頗
る
顕
著
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
あ
る
。

同
じ
く
M

（
同
科
一
年
）
は
学
内
細
胞
と
し
て
西
洋
画
科
一
年
の
世
話
役
、

ま
た
、
T
.
p
.
K
会
員
と
し
て
活
躍
、

『
デ
ッ
サ
ン
』
第
一

、
二
号
の
編
輯

に
参
加
し
た
。
昭
和
七
年
六
月

――
十
三
日
共
産
青
年
同
盟
の
関
係
で
上
野
署
に

検
束
さ
れ
、
同
年
八
月
十
六
日
釈
放
さ
れ
た
。

同
じ
く

w
（
同
科

一
年
）
は
学
内
細
胞
、

T
.
p
.
K
会
員
と
し
て
活
動
、

『
デ
ッ

サ
ソ
』
第

一
、
二
号
の
編
染
に
も
参
加
し
た
。
検
束
、
釈
放
は
右
の

M

同
じ
く
T

（
同
科
一
年
）
は
共
産
青
年
の
学
内
に
お
け
る
責
任
者
と
し
て
活

動
し
、

U
、
T
、

0
ら
と
交
通
し
て

『
テ
ッ
サ
ソ
』
の
配
布
に
従
事
し
た
。

同
じ
＜
k

（
塑
造
部

一
年
）
は
学
校
内
の
細
胞
の
一
人
と
し
て
、

T
.
p
.
K
会
員
と
し
て
彫
刻
科
の
委
員
と
し
て
活
動
し
、

に
同
じ
。

ま
た
、

且
つ
『
デ
ッ
サ

ン
』
第
一

、
二
号
の
編
集
に
参
加
し
た
。
昭
和
七
年
六
月
検
束
。

同
じ
く

0
(
建
築
科
二
年
）
は

S
に
誘
函
さ
れ
、

U
の
後
を
受
け
て

T
.

p
.
K
の
書
記
長
、
ま
た
、
P
.
P
関
係
の
新
興
工
芸
研
究
会
員
と
し
て
活
躍
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ち
に
復
学
が
許
さ
れ
、
卒
業
し
て
い
る
。

「
処
分
案
」
で
諾
責
に
処
す
べ
し
と
さ
れ
た

k

（
日
本
画
科
五
年
）
と

M

（
同
）
は
共
産
青
年
同
盟
の
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
指
硲
者

T
、
0
ら
と
親
交

が
あ
り
、
常
に
外
廊
に
立
っ
て
援
助
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
実
際

は
「
処
分
案
」
よ
り
も
重
い
停
学
の
処
分
を
受
け
た
。

以
上
十
五
名
が
処
分
を
受
け
た
わ
け
だ
が
、

「
処
分
案
」
に
は
「
処
分
外
」

と
し
て
八
名
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
最
初
の
四
名
は
、
Y
（
日
本

両
科
五
年
）
、
S
（
西
洋
画
科
三
年）、

A

（
塑
造
部
四
年
）
、
新
田
実
（
同

二
年

|
ー
姓
名
記
載
の
了
解
を
得
た
。
）
ら
は
共
産
青
年
同
盟
の
学
内
細
胞
と
し
て

細
胞
会
議
に
時
々
出
席
し
た
だ
け
で
愉
状
は
軽
い
と
さ
れ
て
い
る
。
後
の
四
名

は
W

（
日
本
画
科
五
年
）
、

K

（
図
案
科
同
）
、

U
（
金
工
科
同
）
、

M
（
漆
工
科

同
）
で
、
彼
ら
は
上
野
詈
察
署
に
検
束
さ
れ
て
取
調
べ
の
結
果
即
時
釈
放
さ

れ
、
思
想
方
面
に
は
関
係
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
「
処
分
案
」
に
は
最
後
に

も
う

一
人
、
諭
旨
退
学
に
処
す
べ
き
者
と
し
て

k

（
図
画
師
範
科
＝―-
年
）
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
入
学
前
か
ら
左
傾
思
想
を
有
し
、

「
素
行
不
良
」
の

た
め
数
々
の
注
意
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
昭
和
七
年
五
月
七
日
に
滝
野
川
署

に
検
束
さ
れ
、
問
も
な
く
釈
放
さ
れ
た
た
め
、
図
画
師
範
科
主
任
か
ら
除
名
の

申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
「
善
導
改
心
」
さ
せ
る
方
針
で
処
分
を
見
合
わ
せ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
見
込
み
が
な
い
の
で
処
分
す
べ
し
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
九
名

は
処
分
は
受
け
ず
、
順
当
に
卒
業
し
た
。
な
お
、
除
名
の

N
と
停
学
の

0
は
の

あ
る
が
、

除
名
処
分
を
受
け
た

一
人
は
版
画
家
故
上
野
誠
（
旧
姓
内
村
）
で
あ
っ
た
。

前
出

「プ

ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
史
資
料

H
」
は
彼
の
回
想
を
線
め
た
も
の
で

そ
の
中
で
彼
は
本
校
入
学
の
年
、

上
野
公
園
で
メ
ー
デ
ー
光
景
を
見

て
感
動
し
、
自
ず
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た
こ
と
を

述
べ
た
後
、
校
内
の
改
革
運
動
、
検
挙
、
除
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。僕

の
入
っ
た
の
は
師
範
科
だ
っ
た
の
で
す
が
新
ら
し
い
美
術
教
育
運
動
団

体
と
し
て
新
興
教
育
同
盟
準
備
会
が
あ
っ
て
、
今
考
え
る
と
僕
等
は
そ
う
い

う
流
れ
の
傍
流
と
し
て
位
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

頃
僕
は
谷
中
に
下
宿
し
て
い
て
、
そ
の
下
宿
屋
に
し
ば
々
々
新
教
同
の
オ
ル

グ
が
や
つ
て
来
て
、
会
合
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
マ
ル
ク
ス

主
義
と
い
う
も
の
に
触
れ
た
の
で
す
。
杉
本
博
さ
ん
が
美
校
内
の
プ
ロ

美
の

運
動
の
責
任
者
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
僕
等
の
仲
間
、
そ

う
で
す
ね
、
現
戦
で
美
術
教
育
家
の

H
君
や

K
君
、
戦
後
自
殺
し
て
し
ま
つ

た
相
沢
君
と
か
は
別
に
危
険
な
も
の
と
思
は
ず
に
こ
う
し
た
事
や
、
或
い
は

新
協
の
芝
居
を
見
に
連
れ
て
い
つ
て
も
ら
っ
た
り
、
連
れ
て
い
っ
た
り
し
て

面
白
お
か
し
く
暮
し
て
い
た
の
で
す
が
、
翌
年
一
一
年
生
に
な
っ
て
学
内
に
教

授
の
汚
職
問
題
（
小
学
図
画
編
纂
）
が
起
き
て
、
師
範
科
主
任
だ
っ
た
日
本

画
家
平
田
松
堂
が
全
校
生
の
非
難
を
受
け
る
と
い
う
問
題
が
拡
が
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頃
に
な
る
と
僕
は
ず
い
分
色
々
な
学
生
と
親
し
く
な
っ
て
い
て
、

例
え
ば
師
範
科
内
の
上
級
生
の

K
さ
ん
な
ど
後
で
戦
時
中
に
教
職
を
追
わ

れ
、
獄
中
生
活
を
五
年
も
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
人
や
、
今
群
馬
の
共
産
党

村
会
議
員
で
四
期
も
活
動
し
て
い
る
日
本
画
科
の
築
比
地
正
司
さ
ん
と
か
、

ど
う
し
た
の
か
消
息
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
の
万
玉
隆
――一
郎
君
な
ど
他
に

も
大
勢
い
ま
し
た
よ
。
そ
う
し
た
他
の
科
の
生
徒
逹
や
上
級
生
逹
と
こ
の
汚

職
問
題
の
組
織
的
な
活
動
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
し
た
。
後
で
裏
切
ら

れ
る
の
で
す
が
、
建
築
科
の
小
川
君
な
ど
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
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っ
た
し
、
知
つ
て
い
る
事
も
つ
い
で
に
云
わ
ず
に
頑
張
つ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
翌
年
ま
で
、
足
か
け
九
年
、
私
は
中
国
で
春
し
た
。
」

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

田
舎
へ
帰
っ
て
、
翌
年
、
そ
こ

で
ま
た
捕

す
。輪

転
式
の
と
う
し
や
印
刷
機
を
持
ち
廻
つ
て
ビ
ラ
の
流
し
こ
み
を
や
っ
た

の
は
ほ
ん
の
二
三
の
学
生
で
し
た
が
そ
の
中
に
僕
も
い
ま
し
た
。
ど
う
も
記

憶
が
は
つ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
多
分
党
の
線
か
ら
出
て
い
る
指
禅
に
よ
っ
て

そ
の
よ
う
な
位
置
に
僕
も
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
の
で

す
。
非
合
法
新
聞
「
赤
旗
」
な
ど
も
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
か

ら
。
そ
し
て
指
祁
者
は
師
範
科
で
は
田
中
義
一―-〔
像
蔵
〕
さ
ん
で
、
全
体
と

し
て
は
西
洋
画
科
四
年
の
奥
と
い
う
好
青
年
で
し
た
よ
。
勿
論
ク
ラ
ス
の
中

で
も
こ
の
問
題
の
討
議
が
あ
っ
た
り
、
全
学
集
会
も
あ
っ
て
、
竹
の
台
の
今

は
文
化
会
館
の
あ
る
所
に
最
近
ま
で
あ
っ
た
桜
亭
な
ど
で
こ
の
汚
戦
問
題
に

関
係
の
あ
る
出
版
社
の
も
の
を
呼
ん
で
糾
明
し
た
り
、
な
か
な
か
の
騒
ぎ
だ

っ
た
ん
で
す
。

さ
て
、
そ
の
騒
ぎ
の
中
で
七
月
半
ば
(
-
九
三
二
）
の
夏
休
み
に
さ
つ
き

の
下
宿
で
検
挙
さ
れ
、
下
谷
警
察
に
留
置
さ
れ
ま
し
た
。
追
求
さ
れ
た
の
は

結
局
奥
氏
の
行
方
に
つ
い
て
で
し
た
。
な
か
に
入
っ
て
み
る
と
僕
ら
の
や
っ

て
い
た
事
が
つ
4

ぬ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
て
ね
。

美
校
生
は
三
十
人
ば
か
り
ひ
つ
ば
ら
れ
、
僕
は
そ
の
中
頃
に
入
れ
ら
れ
た

の
で
す
。
奥
氏
の
行
方
な
ど
僕
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
ず
い
分

ひ
ど
い
目
に
会
い
ま
し
た
が
、
い
4

た
く
て
も
云
い
よ
う
が
な
い
の
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
転
向
し
ろ
と
云
わ
れ
ま
し
た
が
、
知
ら
な
い
事
は
云
え
な
か

の
事
は
自
分
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
上
で
大
き
な
事
で
し
た
。
昼
は
う
つ
ら

々
々
々
し
て
い
て
夜
は
立
つ
て
い
た
、
と
い
う
の
は
せ
ま
い
所
へ
大
勢
詰
め

こ
む
の
で
寝
る
場
所
な
ど
な
い
の
だ
な
、
こ
の
中
に
入
る
こ
と
で
犯
罪
者
は

皆
善
人
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
僕
の
頼
ん
だ
レ
ボ
は

み
ん
な
労
働
者
や
ス
リ
や
か
つ
ば
ら
い
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
人
逹
が
ち
ゃ

ん
と
頼
ん
だ
所
へ
手
紙
を
と
ゞ
け
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
手
紙
は
便
所
の

紙
に
ボ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
お
い
た
鉛
筆
の
折
れ
蕊
で
書
い
た
も
の
で
す
。

ま
あ
と
に
か
く
こ
ん
な
風
に
し
て
頑
張
り
と
お
し
て
釈
放
さ
れ
、
そ

の
後
昭

和
七
年
の
十
月
に
ひ
ど
い
皮
附
病
に
か
4

つ
て
郷
里
の
長
野
に
帰
り
、
日
赤

に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
釈
放
さ
れ
て
出
て
み
れ
ば
美
校
は
放
校
処

分
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
始
末
だ
っ
た
の
に
、
当
時
師
範
科
で
デ
ッ
サ
ン
を

指
羽
し
て
く
れ
て
い
た
伊
原
宇
三
郎
氏
が
、
僕
の
肩
を
た
4

い
て
「
よ
く
頑

張
っ
た
ね
」
と
慰
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
よ
。
そ
し
て
同
級
生
逹
と

K
教
授
は

声
涙
と
も
に
下
る
よ
う
な
送
別
会
を
開
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

〔下
略
〕

洲
之
内
徹
は
こ
の
と
き
放
校
処
分
を
受
け
た
。
追
著
『
気
ま
ぐ
れ
美
術
館
』

（
昭
和
五
十
――一
年
、
新
潮
社
）
に
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、

主

要
部
分
を
左
に
抜
粋
す
る
。

「
そ
の
年
〔
昭
和
七
年
〕
の
あ
る
朝
、
私
は
そ
の

〔深
川
大
工
町
の
〕
ア
パ

ー
ト
か
ら
特
高
の
刑
事
に
連
行
さ
れ
、
そ
れ
き
り
一

一度
と
そ
の
部
屋
へ
は
帰

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
初
め
扇
橋
署
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
次
い
で
厩
橋
署
へ

移
さ
れ
、
二
つ
の
笞
察
の
留
置
所
を
盟
廻
し
さ
れ
て
八
月
の
中
頃
釈
放
さ
れ

た
も
の
の
、
迎
え
に
来
て
い
た
母
に
付
添
わ
れ
て
、
そ
の
場
か
ら
田
舎
へ
帰

っ
て
こ
ん
ど
は
刑
務
所
に
入
り
、
出
て
き
て
二
年
ほ
ど
す
る
と
戦
争
が
始
っ

て
、
保
護
観
察
所
の
肝
煎
り
で
戦
地
へ
送
ら
れ
た
。
昭
和
十
三
年
か
ら
終
戦
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「
東
京
の
詈
察
の
留
置
場
か
ら
私
が
母
の
監
視
つ
き
で
ま
っ
す
ぐ
松
山

へ
帰

っ
た
あ
と
、
母
と
一
緒
に
上
京
し
て
き
て
い
た
父
は
あ
と
へ
残
っ
て
、
私
の

ア
パ

ー
ト

の
部
屋
を
引
き
払
っ
た
り
す
る
一
方
、
学
校
へ
行
っ
て
和
田
英
作

校
長
に
会
い
、
私
の
処
分
に
つ
い
て
な
に
ぶ
ん
の
考
慮
を
加
え
て
も
ら
え
る

よ
う
懇
願
し
た
り
も
し
た
ら
し
い
。」

「
和
田
英
作
氏
に
対
す
る
父
の
請
願
は
無
効
に
終
っ
て
、
ま
も
な
く
九
月
の

新
学
期
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
あ
る
日
、
学
校
か
ら
、
私
に
除
名
〔
放
校
〕
の

通
告
が
来
た
。
無
理
と
は
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
父
は
望
み
の

す
べ
て
を
和
田
校
長
の
裁
断
に
繋
い
で
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
通
知
の

手
紙
を
父
に
見
せ
た
と
き
の
、
父
の
賠
い
、
落
胆
し
た
悲
痛
な
顔
を
、
私
は

い
ま
も
思
い
出
す
。」

「
山
懸
為
三
と
い
う
当
時
名
う
て
の
特
高
笞
部
が
笞
視
庁
か
ら
や
っ
て
き

て
、
私
の
取
調
べ
を
行
っ
た
が
、
こ
の
笞
部
が
ど
う
名
う
て
だ
っ
た
か
は
、

松
本
清
張
氏
の
昭
和
史
発
掘
の
第
五
巻
『
ス
パ
イ

II
M
I
I

の
謀
略
』
に
詳
し

く
出
て
い
る
。
取
調
べ
の
第
一
日
に
、
山
懸
密
部
は
手
始
め
に
、
革
命
に
な

る
と
天
皇
陛
下
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
私
に
訊
い
た
。
そ
し
て
、

『
そ
り
ゃ

、
ま
あ
、
要
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
な
』
と
、
そ
れ
で
も
い
く
ぶ
ん

手
加
減
し
な
が
ら
私
が
答
え
る
と
、
苦
部
は
い
き
な
り
机
の
上
の
湯
呑
を
掴

査
が
後
か
ら
私
の
肩
を
押
え
こ
み
、
も
う
ひ
と
り
が
ス
テ
ッ
キ
く
ら
い
の
棒

で
椅
子
に
掛
け
て
い
る
私
の
膝
を
連
打
し
始
め
た
が
、
そ
の
棒
は
か
ね
て
皿

い
て
い
た
、
玉
突
き
の
キ
ュ

ー
を
半
分
に
切

っ
た
テ
ロ
専
用
の
道
具
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

そ
の
あ
と
、

二
階
の
取
調
室
か
ら
階
下
の
留
附
場
へ

、
私
は
壁
を
伝
い
な

ん
で
、
中
の
お
茶
を
私
の
頻
に
ぶ
っ
か
け
、
そ
れ
を
合
図
に
、
ひ
と
り
の
巡

決
議
し
、

が
ら
、
と
に
か
く
ひ
と
り
で
階
段
を
降
り
た
が
、
留
樅
場
へ
放
り
こ
ま
れ
て

一
時
間
も
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
ひ
と
り
で
は
立
て
な
く
な
っ
た
。
立
と
う

と
す
る
と
膝
の
関
節
が
逆
に
後
へ
曲
が
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
危
く
て
立
ち

上
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
日
経
つ
と
、

一
面
の
内
出
血
が
変
色
し

て
、
私
の
下
半
身
は
黄
疸
み
た
い
に
黄
色
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

「
昭
和
七
年
七
月
の
そ
の
朝
捕
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
学
校
の

グ
ル

ー
プ
全
員
が
挙
げ
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
と
き
挙
げ
ら
れ
た
仲
間
の
う

ち
、
彫
刻
の
西
常
雄
、
版
画
の
上
野
誠
（
当
時
師
範
科
）
の
両
君
と
は
い
ま

も
つ
き
あ
っ
て
い
る
。
彫
刻
科
の
も
う
一
人
、
新
田
実
君
に
は
た
ま
に
会

う
。
日
本
画
の
築
比
地
正
司
、

洋
画
の
渡
辺
修
の
両
君
は
、
健
在
と
は
聞
い

て
い
る
が
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
洋
画
の
奥
正
敏
君
は
、
あ
の
頃
な
ん
と
な

＜
党
オ
ル
グ
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
た
が
、
誰
に
尋
ね
て
も
そ
の

後
の
消
息
が
判
ら
な
い
。

美
校
グ
ル

ー
プ
と
書
い
た
が
、
あ
の
と
き
の
検
挙
は
い
っ
た
い
何
が
対
象

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
検
挙
の
直
前
（
と
は

言
っ

て
も
数
日
前
だ
が
）
、
私

た
ち
は
東
大
工
町
の
私
の
部
屋
で
会
合
し
て
、
共
産
青
年
同
盟

へ
の
加
盟
を

（
西
常
雄
君
だ
け
は
反
対
で
、
会
合
に
は
加
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
帰

っ
て
行
っ
た
）
、
共
青
の
美
校
細
胞
を
結
成
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
検
挙
の
き

っ
か
け
、
あ
る
い
は
口
実
に
な
っ
た
よ
う
で
も
な
か
っ
た
。
そ
う
か
と
い
っ

て
、
私
た
ち
は
何
れ
も
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
の
同
盟
員
に
は
ち

が
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
私
た
ち
に
同
盟
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
、
こ
れ
と

い
う
活
動
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
全
く
、
い
ま
思
え
ば
美
校
の

P

R

（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
の
略
称
、
の
ち
に
ヤ
ッ
プ
）
サ

ー
ク
ル
と
い

う
の
は
一
種
矛
屈
し
た
存
在
で
、
同
盟
の
組
織
と
し
て
は
異
端
的
存
在
だ
っ
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た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
共
嗚
す
る
と
同
時

に
、
た
ま
た
ま
自
分
た
ち
が
美
校
の
学
生
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ば

便
宜
的
、
自
動
的
に
美
術
家
同
盟
に
加
わ
り
は
し
た
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
現
実
に
は
懐
疑
的
で
、
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
主

義
の
運
動
に
身
を
捧
げ
る
気
は
あ
っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
プ
ロ
レ
ク
リ

ァ
美
術
の
作
品
に
真
面
目
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
者
は
殆
ど
な
く
、
却
っ

て
、
ひ
そ
か
に
不
信
と
軽
侮
さ
え
抱
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
」

⑫

文
庫
の
整
備

文
庫
に
は
本
校
創
立
以
来
作
品
、
図
書
等
の
美
術
資
料
が
蓄
梢
さ
れ
、
収
蔵

贔
は
厖
大
に
な
っ
た
。
そ
の
整
理
の
問
題
は
前
々
か
ら
浮
上
し
て
い
た
が
、
和

田
校
長
は
本
格
的
に
整
理
を
始
め
る
こ
と
と
し
、
前
出
の
事
務
分
掌
規
程
改
正

と
と
も
に
文
庫
課
を
置
き
、
教
授
矢
代
幸
雄
を
課
長
に
任
命
、
昭
和
七
年
九
月

十
四
日
の
主
任
、
理
事
会
議
の
席
上
、
次
の
指
示
を
出
し
た
。

本
校
の
文
庫
は
参
考
品
、
標
本
に
よ
る
宜
物
教
育
を
行
ひ
、
又
闘
書
に
よ

つ
て
生
徒
に
自
主
的
研
究
を
さ
せ
る
為
、
即
ち
各
数
室
及
學
科
に
於
て
教
授

し
得
ぬ
も
の
を
文
庫
に
て
硲
究
さ
せ
る
為
に
、
學
校
の
数
育
施
設
と
し
て
重

視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
め
従
来
の
文
庫
掛
の
位
醤
を
高
め
、
本

校
事
務
三
分
課
の
一
と
し
費
任
者
に
数
授
を
任
命
し
た
。
叉
文
庫
所
管
建
物

の
増
加
修
繕
を
行
ひ
、
特
に
陳
列
館
別
館
を
も
設
置
し
た
が
、
尚
将
来
も
陳

列
館
増
築
計
聾
は
學
校
と
し
て
重
要
に
考
へ
た
い
。
次
に
文
庫
紐
螢
上
の
學

校
の
方
針
で
あ
る
が
、
先
づ
學
校
に
あ
る
標
本
岡
書
類
を
能
ふ
限
り
文
庫
に

集
中
し
た
い
と
思
ふ
。
標
本
闊
書
の
分
散
は
研
究
者
に
と
つ
て
不
便
な
る
の

東
大
卒
業
後
の
就
職
先
と
し
て
、
私
は
も
ち
ろ
ん
美
術
研
究
所
を
希
望
し

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

617 第10節

み
な
ら
ず
、
同
じ
も
の
を
二
重
に
購
入
し
制
作
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
、
又
管
理
上
に
も
困
難
が
あ
っ
た
。
更
に
各
科
に
小
標
本
室
を
作
る
こ
と

に
よ
る
数
室
の
無
駄
も
多
か
っ
た
が
、
文
庫
を
學
校
全
憫
の
楔
本
岡
書
の
保

管
所
と
な
す
こ
と

に
よ
り
こ
れ
等
の
不
便
困
難
が
除
か
れ
る
繹
で
あ
る
。
そ

の
為
文
庫
に
命
じ
て
、
各
科
に
備
付
の
標
本
圏
書
類
は
数
材
と
し
て
必
要
餓

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
限
り
、
他
は
文
庫
に
返
却
せ
し
め
る
様
に
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
標
本
圏
書
類
の
各
科
の
奪
ひ
合
ひ
も
避
け
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。

又
従
来
各
数
官
に
許
し
て
ゐ
た
標
本
岡
書
類
の
借
出
は
最
少
限
度
に
止
め
た

い
。
こ
れ
が
為
め
文
庫
か
ら
返
却
を
督
促
す
る
様
巖
重
に
校
長
よ
り
命
令
し

た
。
赦
官
が
多
敷
の
借
出
を
な
し
長
期
間
返
却
し
な
い
こ
と
は
學
校
多
年
の

宿
弊
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
不
涵
外
郡
の
非
難
も
多
か
っ
た
。
こ
の
黙
も
将
来

は
限
に
文
庫
の
督
促
と
思
は
ず
學
校
長
の
命
令
と
し
て
遵
守
せ
ら
れ
た
い
。

最
後
に
文
庫
の
標
本
薗
書
購
入
の
方
針
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
庫
課
に
よ
く

研
究
さ
せ
、
計
甕
を
立
て
4

美
術
教
育
上
の
基
本
的
参
考
品
及
圏
霊
を
組
織

的
に
睛
入
し
取
揃
へ
る
や
う
に
し
て
、
敷
年
の
中
に
完
備
さ
せ
た
い
積
り
で

あ
る
。
斯
様
に
し
て
普
通
の
美
術
館
と
異
っ
た
美
術
赦
育
的
美
術
館
並
に
岡

書
館
に
し
て
行
き
た
い
。
こ
れ
が
我
が
校
文
庫
続
螢
の
理
想
で
あ
る
。

（
新
〔
規
矩
男
〕
筆
記
）

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
四
号
所
載
「
文
庫
梨
報
」
）

矢
代
幸
雄
の
も
と
に
文
庫
整
理
が
行
わ
れ
た
頃
の
こ
と
を
新
規
矩
男
は
次
の

昭和 7年


